
別
表
第
四
中
「
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン
」
を
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
に
改
め
、
同
表
十
五
の
項
中
「
南
緯
七
十
七
度
三
十
八
分
東
経

百
六
十
六
度
七
分
」
を
「
南
緯
七
十
七
度
三
十
三
分
東
経
百
六
十
六
度
十
分
」
に
改
め
、
同
表
十
八
の
項
中
「
南
緯
七
十
七
度

五
十
一
分
東
経
百
六
十
六
度
三
十
七
分
」
を
「
南
緯
七
十
七
度
五
十
分
東
経
百
六
十
六
度
三
十
七
分
」
に
改
め
、
同
表
十
九
の

項
中
「
Ｔ
．
ヴ
ァ
ン
ス
」
を
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヴ
ァ
ン
ス
」
に
、
「
南
緯
七
十
七
度
五
十
一
分
東
経
百
六
十
六
度
三
十
七
分
」
を

「
南
緯
七
十
七
度
五
十
分
東
経
百
六
十
六
度
三
十
七
分
」
に
改
め
、
同
表
二
十
の
項
中
「
南
緯
七
十
七
度
五
十
一
分
東
経
百
六

十
六
度
四
十
分
」
を
「
南
緯
七
十
七
度
五
十
一
分
東
経
百
六
十
六
度
四
十
一
分
」
に
改
め
、
同
表
二
十
一
の
項
中
「
南
緯
七
十

七
度
三
十
二
分
東
経
百
六
十
九
度
十
八
分
」
を
「
南
緯
七
十
七
度
三
十
一
分
東
経
百
六
十
九
度
二
十
二
分
」
に
改
め
、
同
表
二

十
二
の
項
中
「
南
緯
七
十
一
度
十
七
分
東
経
百
七
十
度
十
五
分
」
を
「
南
緯
七
十
一
度
十
八
分
東
経
百
七
十
度
十
二
分
」
に
改

め
、
同
表
二
十
三
の
項
中
「
南
緯
七
十
一
度
十
七
分
東
経
百
七
十
度
十
五
分
」
を
「
南
緯
七
十
一
度
十
七
分
東
経
百
七
十
度
十

三
分
」
に
改
め
、
同
表
二
十
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
五

削
除

別
表
第
四
の
二
十
七
の
項
中
「
南
緯
六
十
五
度
十
分
西
経
六
十
四
度
十
分
」
を
「
南
緯
六
十
五
度
十
分
西
経
六
十
四
度
九
分

」
に
改
め
、
同
表
三
十
一
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



三
十
一

削
除

別
表
第
四
の
三
十
二
の
項
中
「
南
緯
六
十
二
度
二
十
九
分
西
経
五
十
九
度
四
十
分
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
二
十
八
分
西
経
五

十
九
度
四
十
分
」
に
改
め
、
同
表
三
十
三
の
項
中
「
南
緯
六
十
二
度
三
十
分
西
経
五
十
九
度
四
十
分
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
二

十
九
分
西
経
五
十
九
度
四
十
分
」
に
改
め
、
同
表
三
十
四
の
項
中
「
南
緯
六
十
二
度
三
十
分
西
経
五
十
九
度
四
十
一
分
」
を
「

南
緯
六
十
二
度
五
十
分
西
経
五
十
九
度
四
十
一
分
」
に
改
め
、
同
表
三
十
五
の
項
中
「
南
緯
六
十
二
度
三
十
分
西
経
五
十
九
度

四
十
一
分
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
二
十
九
分
西
経
五
十
九
度
四
十
分
」
に
改
め
、
同
表
三
十
六
の
項
中
「
銘
板
」
の
下
に
「
の

複
製
」
を
加
え
、
「
南
緯
六
十
二
度
十
三
分
西
経
五
十
八
度
四
十
二
分
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
十
四
分
西
経
五
十
八
度
三
十
九

分
」
に
改
め
、
同
表
三
十
八
の
項
中
「
南
緯
六
十
四
度
二
十
四
分
西
経
五
十
七
度
」
を
「
南
緯
六
十
四
度
二
十
二
分
西
経
五
十

六
度
五
十
九
分
」
に
改
め
、
同
表
四
十
一
の
項
中
「
南
緯
六
十
三
度
三
十
五
分
西
経
五
十
五
度
四
十
七
分
」
を
「
南
緯
六
十
三

度
三
十
四
分
西
経
五
十
五
度
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
表
四
十
二
の
項
中
「
七
つ
」
を
「
十
二
個
」
に
改
め
、
同
表
四
十
三
の

項
中
「
建
て
ら
れ
た
十
字
架
」
を
「
建
て
ら
れ
、
千
九
百
七
十
九
年
に
コ
ン
フ
ィ
ン
海
岸
に
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
基
地
に
移
さ

れ
た
十
字
架
」
に
、
「
南
緯
七
十
七
度
四
十
九
分
西
経
三
十
八
度
二
分
」
を
「
南
緯
七
十
七
度
五
十
二
分
西
経
三
十
四
度
三
十

七
分
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
三
十
三
項
を
加
え
る
。



四
十
四

千
九
百
八
十
二
年
に
プ
リ
ン
セ
ス
・
ア
ス
ト
リ
海
岸

南
緯
七
十
度
四
十
五
分
東
経
十
一
度
三
十
八
分

に
上
陸
し
た
第
一
次
イ
ン
ド
南
極
観
測
隊
を
記
念
し

て
ダ
ク
シ
ン
・
カ
ン
ゴ
ト
リ
基
地
に
建
て
ら
れ
た
同

隊
隊
員
の
氏
名
の
一
覧
を
記
し
た
銘
板

四
十
五

ブ
ラ
バ
ン
島
に
上
陸
し
た
ア
ド
リ
ア
ン
・
ジ
ェ
ル
ラ

南
緯
六
十
四
度
二
分
西
経
六
十
二
度
三
十
四
分

ー
シ
率
い
る
ベ
ル
ギ
ー
南
極
探
検
隊
を
記
念
し
て
メ

チ
ニ
コ
フ
岬
の
高
度
七
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る

モ
レ
ー
ン
頂
上
に
建
て
ら
れ
た
銘
板

四
十
六

千
九
百
五
十
年
に
第
三
次
フ
ラ
ン
ス
南
極
探
検
隊
に

南
緯
六
十
六
度
四
十
九
分
東
経
百
四
十
一
度
二
十
四
分

よ
り
テ
ー
ル
・
ア
デ
リ
ー
に
建
て
ら
れ
火
災
で
部
分

的
に
破
壊
さ
れ
た
ポ
ー
ル
・
マ
ル
タ
ン
基
地
の
す
べ

て
の
建
物
及
び
設
備

四
十
七

千
九
百
五
十
二
年
に
マ
リ
オ
・
マ
レ
ー
率
い
る
七
名

南
緯
六
十
六
度
四
十
分
東
経
百
四
十
度
一
分



が
越
冬
し
た
テ
ー
ル
・
ア
デ
リ
ー
の
ペ
ト
レ
ル
島
の

マ
レ
ー
基
地
に
あ
る
木
造
の
建
物

四
十
八

千
九
百
五
十
九
年
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
気
象
研
究

南
緯
六
十
六
度
四
十
分
東
経
百
四
十
度
一
分

員
ア
ン
ド
レ
・
プ
リ
ュ
ド
ー
ム
を
記
念
し
て
ペ
ト
レ

ル
島
の
北
東
部
の
岬
に
建
て
ら
れ
た
十
字
架

四
十
九

千
九
百
五
十
九
年
に
第
一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
極
探
検

南
緯
六
十
六
度
十
六
分
東
経
百
度
四
十
五
分

隊
に
よ
り
バ
ン
ガ
ー
丘
陵
の
ド
ブ
ロ
ウ
ォ
ル
ス
キ
ー

基
地
に
重
力
加
速
度
の
測
定
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

五
十

千
九
百
七
十
六
年
に
「
プ
ロ
フ
ェ
ツ
ソ
ン
・
シ
ー
ド

南
緯
六
十
二
度
十
二
分
西
経
五
十
九
度
一
分

レ
ツ
キ
ー
」
号
及
び
「
タ
ザ
ー
ル
」
号
に
乗
船
し
て

い
た
第
一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
極
海
洋
観
測
隊
の
上
陸

を
記
念
し
て
フ
ァ
イ
ル
ズ
半
島
に
あ
る
チ
リ
基
地
の



南
西
に
あ
る
崖
に
建
て
ら
れ
た
真
鍮
の
銘
板

五
十
一

千
九
百
七
十
九
年
に
死
亡
し
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ

南
緯
六
十
二
度
十
三
分
西
経
五
十
八
度
二
十
八
分

チ
ャ
ル
ス
キ
ー
を
記
念
し
て
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
湾
の

ア
ル
ツ
ト
ウ
ス
キ
ー
基
地
の
南
に
あ
る
丘
に
建
て
ら

れ
た
鉄
製
の
十
字
架
の
つ
い
た
墓

五
十
二

千
九
百
八
十
五
年
に
開
設
さ
れ
た
中
国
の
長
城
基
地

南
緯
六
十
二
度
十
三
分
西
経
五
十
八
度
五
十
八
分

を
記
念
し
て
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
島
の
フ
ァ
イ
ル
ズ

半
島
に
建
て
ら
れ
た
一
本
石
柱

五
十
三

千
九
百
十
六
年
の
英
国
船
「
エ
ン
デ
ュ
ア
ラ
ン
ス
」

南
緯
六
十
一
度
三
分
西
経
五
十
四
度
五
十
分

号
の
遭
難
者
の
チ
リ
海
軍
船
に
よ
る
救
助
を
記
念
し

て
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
島
に
建
て
ら
れ
た
一
本
石
柱
、
銘

板
及
び
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
パ
ル
ド
船
長
の
胸

像



五
十
四

千
九
百
六
十
五
年
に
ロ
ス
島
の
マ
ク
マ
ー
ド
基
地
に

南
緯
七
十
七
度
五
十
一
分
東
経
百
六
十
六
度
四
十
分

建
て
ら
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｅ
・
バ
ー
ド
の
極
地
に

お
け
る
功
績
を
記
し
た
青
銅
製
の
胸
像

五
十
五

米
国
の
軍
南
極
探
検
隊
及
び
ロ
ン
ネ
南
極
調
査
探
検

南
緯
六
十
八
度
十
一
分
西
経
六
十
七
度

隊
に
よ
り
ス
ト
ニ
ン
ト
ン
島
に
建
て
ら
れ
た
イ
ー
ス

ト
基
地
の
建
物
及
び
工
作
物

五
十
六

南
極
半
島
ダ
ン
コ
海
岸
に
あ
る
チ
リ
の
「
ガ
ブ
リ
エ

南
緯
六
十
四
度
四
十
九
分
西
経
六
十
二
度
五
十
一
分

ル
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
ヴ
ィ
デ
ラ
」
基
地
の
近
く
に
あ

る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
岬
小
屋
の
遺
構
及
び
そ
の
周

辺
の
工
作
物

五
十
七

南
極
半
島
地
域
を
探
検
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
マ
ク
フ

南
緯
六
十
二
度
三
十
二
分
西
経
五
十
九
度
四
十
五
分

ァ
ー
レ
ン
を
記
念
し
て
グ
リ
ニ
ッ
ジ
島
の
マ
ク
フ
ァ

ー
レ
ン
海
峡
の
ヤ
ン
キ
ー
湾
に
建
て
ら
れ
た
銘
板



五
十
八

削
除

五
十
九

千
八
百
十
九
年
に
沈
没
し
た
「
サ
ン
・
テ
ル
モ
」
号

南
緯
六
十
二
度
二
十
八
分
西
経
六
十
度
四
十
六
分

の
乗
組
員
を
記
念
し
て
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
島
の
シ

レ
フ
岬
の
ハ
ー
フ
・
ム
ー
ン
浜
に
建
て
ら
れ
た
石
塚

六
十

千
九
百
三
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
「

南
緯
六
十
四
度
十
六
分
西
経
五
十
六
度
三
十
九
分

ウ
ル
グ
ア
イ
」
号
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
極
探
検
隊
を

救
助
し
た
記
念
と
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ
ス
諸
島
の

シ
ー
モ
ー
島
海
岸
南
部
の
ペ
ン
ギ
ン
ズ
湾
に
建
て
ら

れ
た
銘
板
と
石
塚

六
十
一

グ
ー
デ
ィ
エ
島
の
ロ
ッ
ク
ロ
イ
港
に
あ
る
タ
バ
リ
ン

南
緯
六
十
四
度
四
十
九
分
西
経
六
十
三
度
二
十
九
分

作
戦
と
科
学
研
究
の
た
め
の
基
地
と
し
て
建
て
ら
れ

た
Ａ
基
地

六
十
二

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
諸
島
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
島
に
あ
る
初
期

南
緯
六
十
五
度
十
五
分
西
経
六
十
四
度
十
六
分



の
英
国
科
学
基
地
と
し
て
建
て
ら
れ
た
Ｆ
基
地

六
十
三

西
グ
レ
ア
ム
・
ラ
ン
ド
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
湾
内
の
ホ

南
緯
六
十
七
度
四
十
八
分
西
経
六
十
七
度
十
八
分

ー
ス
シ
ュ
ー
島
に
あ
る
Ｙ
基
地

六
十
四

西
グ
レ
ア
ム
・
ラ
ン
ド
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
湾
内
の
ス

南
緯
六
十
八
度
十
一
分
西
経
六
十
七
度

ト
ニ
ン
ト
ン
島
北
端
に
あ
る
Ｅ
基
地

六
十
五

千
八
百
九
十
五
年
に
ヘ
ン
リ
ク
・
ブ
ル
率
い
る
ノ
ル

南
緯
七
十
一
度
五
十
六
分
西
経
百
七
十
一
度
五
分

ウ
ェ
ー
捕
鯨
探
検
隊
に
よ
り
ス
ヴ
ェ
ン
ド
・
フ
ォ
イ

ン
島
に
建
て
ら
れ
た
伝
言
ポ
ス
ト

六
十
六

千
九
百
十
一
年
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
プ
ラ
ス
ト
ラ
ッ

南
緯
七
十
七
度
十
一
分
西
経
百
五
十
四
度
三
十
二
分

ド
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
山
の
北
側
の
絶
壁
の
ふ
も
と
に

建
て
ら
れ
た
石
塚

六
十
七

千
九
百
十
一
年
に
グ
リ
フ
ィ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
り

南
緯
七
十
七
度
東
経
百
六
十
二
度
三
十
二
分

建
て
ら
れ
た
グ
ラ
ニ
ッ
ト
湾
の
ジ
オ
ロ
ジ
ー
岬
に
あ



る
石
で
作
ら
れ
た
小
屋

六
十
八

英
国
南
極
探
検
隊
に
よ
り
イ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ブ

南
緯
七
十
四
度
五
十
二
分
東
経
百
六
十
三
度
五
十
分

ル
島
の
ヘ
ル
ズ
・
ゲ
イ
ト
・
モ
レ
ー
ン
に
建
て
ら
れ

た
補
給
所

六
十
九

千
九
百
二
年
に
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
コ
ッ

南
緯
七
十
七
度
二
十
七
分
東
経
百
六
十
九
度
十
六
分

ト
率
い
る
英
国
南
極
探
検
隊
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
ク

ロ
ー
ジ
ア
岬
に
あ
る
伝
言
ポ
ス
ト

七
十

千
九
百
二
年
に
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
コ
ッ

南
緯
七
十
三
度
十
九
分
東
経
百
六
十
九
度
四
十
七
分

ト
に
よ
り
コ
ー
ル
マ
ン
島
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
岬
に
建

て
ら
れ
た
伝
言
ポ
ス
ト

七
十
一

千
九
百
十
二
年
に
ア
ド
ル
フ
・
ア
ン
ド
ー
レ
セ
ン
に

南
緯
六
十
二
度
五
十
九
分
西
経
六
十
度
三
十
四
分

よ
り
建
て
ら
れ
た
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
島
に
あ
る
ホ
エ
ー

ラ
ー
ズ
湾
捕
鯨
基
地



七
十
二

ク
ラ
リ
ウ
ス
・
ミ
ッ
ケ
ル
セ
ン
率
い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー

南
緯
六
十
八
度
二
十
二
分
東
経
七
十
八
度
二
十
四
分

の
ト
ー
ル
ス
ハ
ウ
ン
捕
鯨
船
の
一
行
に
よ
り
建
て
ら

れ
た
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ォ
ー
ル
丘
陵
の
ト
ラ
イ
ン
島
に
あ

る
石
塚
及
び
旗
竿

七
十
三

エ
レ
バ
ス
山
に
お
け
る
旅
客
機
墜
落
事
故
に
よ
り
死

南
緯
七
十
七
度
二
十
五
分
東
経
百
六
十
七
度
二
十
七
分

亡
し
た
二
百
五
十
七
名
を
記
念
し
て
千
九
百
八
十
七

年
に
建
て
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
十
字
架

七
十
四

巨
大
な
木
造
の
帆
船
の
残
骸
が
あ
る
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

南
緯
六
十
一
度
十
四
分
西
経
五
十
五
度
二
十
二
分

島
南
西
海
岸
に
あ
る
入
江

七
十
五

千
九
百
五
十
六
年
か
ら
千
九
百
五
十
七
年
の
英
国
南

南
緯
七
十
七
度
五
十
一
分
東
経
百
六
十
六
度
四
十
六
分

極
横
断
探
検
隊
に
よ
り
ロ
ス
島
の
プ
ラ
ム
岬
に
あ
る

ス
コ
ッ
ト
基
地
内
に
建
て
ら
れ
た
小
屋

七
十
六

気
象
及
び
火
山
観
測
所
と
し
て
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
島
の

南
緯
六
十
二
度
五
十
九
分
西
経
六
十
度
四
十
分



ペ
ン
デ
ュ
ラ
ム
入
江
に
建
て
ら
れ
噴
火
に
よ
り
破
壊

さ
れ
た
ペ
ド
ロ
・
ア
ギ
ュ
レ
・
セ
ル
ダ
基
地
の
遺
構

別
表
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
六

南
極
特
別
保
護
地
区
ご
と
の
要
件
（
第
十
二
条
関
係
）

南
極
特
別
保
護
地
区

要

件

第
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
当
該
地
区
の
管
理
の
た
め
の
活
動
（
以
下
こ
の
別
表
に
お
い
て
「
管
理
活
動
」
と

い
う
。
）
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
地
区

の
周
辺
の
氷
上
に
着
陸
困
難
な

、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
七
度

場
合
で
あ
っ
て

二
十
七
分
四
十
八
秒
東
経
六
十
度
五
十
三
分
十
六
秒
）
に
着
陸
す
る
と
き
を
除
く
。

四

航
空
機
は
、
ペ
ン
ギ
ン
（
別
表
第
三
の
ペ
ン
ギ
ン
科
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個



体
を
い
う
。
以
下
こ
の
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
繁
殖
地
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内

の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
航
空
機
に
燃
料
を
補
給
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
歩
行
者
は
ペ
ン
ギ
ン
の
通
路
を
通
行
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
工

作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
七
度
二
十
七
分
四
十
九
秒
東
経

六
十
度
五
十
三
分
九
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
二
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

ギ
ガ
ン
テ
ウ
ス
島
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
南
極
地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
に
あ
る
南
極
鳥
類
（
別
表
第
三
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
を
い

う
。
以
下
こ
の
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
繁
殖
地
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
、
前
号
の
繁
殖
地
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
着
陸
し
な
い
こ
と

。
五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
航
空
機
に
燃
料
を
補
給
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
工



作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
六
度
二
十
六
分
三
十
八
秒
東
経
百
十
度

二
十
分
五
十
四
秒
及
び
南
緯
六
十
六
度
二
十
七
分
八
秒
東
経
百
十
度
三
十
六
分
四
秒
）

に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
航
空
機
に
燃
料
を
補
給
し
な
い
こ
と
。



六

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
工

作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ア
ー
デ
リ
ー
島
に
お
い
て
は
、
毎
年
十
一
月
一
日

か
ら
翌
年
の
四
月
一
日
ま
で
の
期
間
は
、
当
該
工
作
物
の
設
置
及
び
除
去
の
た
め
の
作

業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

七

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
六
度
二
十
六
分
三
十
四
秒
東
経

百
十
度
二
十
分
四
十
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。



二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
六
度
五
十
五
分
四
十
九
秒
東
経
百
六
十

六
度
五
十
二
分
三
十
一
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
科

学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
地
区
の
直
上
空

域
で
あ
っ
て
、
南
緯
七
十
六
度
五
十
五
分
四
十
五
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十
二
分
五
十

秒
の
地
点
と
南
緯
七
十
六
度
五
十
五
分
五
十
四
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十
三
分
二
秒
の

地
点
を
結
ぶ
直
線
、
同
地
点
と
南
緯
七
十
六
度
五
十
六
分
三
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十

五
分
三
十
八
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
及
び
同
地
点
と
南
緯
七
十
六
度
五
十
五
分
五
十
秒

東
経
百
六
十
六
度
五
十
六
分
二
十
六
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
よ
り
北
に
あ
る
区
域
並
び

に
南
緯
七
十
六
度
五
十
七
分
二
十
七
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十
三
分
五
十
四
秒
の
地
点

と
南
緯
七
十
六
度
五
十
七
分
五
十
五
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十
六
分
一
秒
の
地
点
を
結

ぶ
直
線
及
び
同
地
点
と
南
緯
七
十
六
度
五
十
八
分
二
十
七
秒
東
経
百
六
十
六
度
五
十
六



分
六
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
よ
り
南
に
あ
る
区
域
の
地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
六
度
五
十
五
分
四
十
五
秒
東
経

百
六
十
六
度
五
十
二
分
四
十
秒
及
び
南
緯
七
十
六
度
五
十
七
分
四
十
八
秒
東
経
百
六
十

六
度
五
十
三
分
五
十
四
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。
た
だ
し
、
滅
菌
を
行
う
場
合
に
は
、

紫
外
線
照
射
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
の
使
用
又
は
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
（
エ
タ
ノ
ー
ル
が



七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
を
い
う
。
以
下
こ
の
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
よ
る
洗
浄
等
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
六
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。
た
だ
し
、
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
一
秒
東
経
百
七
十
度
十
三

分
の
地
点
か
ら
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
八
秒
東
経
百
七
十
度
十
三
分
十
八
秒
の
地
点
ま

で
の
シ
ー
ビ
ー
・
フ
ッ
ク
の
海
岸
線
か
ら
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
並
び
に
東
経

百
七
十
度
十
三
分
の
経
度
線
、
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
四
秒
東
経
百
七
十
度
十
三
分
の

地
点
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
測
地
観
測
点
（
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
七
秒
東
経
百
七
十
度
十

二
分
四
十
秒
）
を
結
ぶ
土
塁
に
沿
っ
た
線
、
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
七
秒
の
緯
度
線
及



び
シ
ー
ビ
ー
・
フ
ッ
ク
の
海
岸
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
に
お
い
て
は
、
教
育
活
動
、

観
光
活
動
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

科
学
的
調
査
及
び
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
で
は
車

両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
地
区

の
周
辺
の
氷
上
に
着
陸
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
二

度
十
九
分
十
四
秒
東
経
百
七
十
度
十
三
分
三
十
四
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
の
直
上
空

域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を

飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
五
百
七
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域



五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
二
度
十
九
分
十
三
秒
東
経
百
七

十
度
十
三
分
三
十
四
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
七
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

毎
年
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
は
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着

陸
し
な
い
こ
と
。

四

毎
年
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
は
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上

空
域
で
あ
っ
て
、
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
お
い
て
、
ペ
ン
ギ
ン
の
繁
殖
地
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
で

は
野
営
し
な
い
こ
と
。



七

当
該
地
区
内
に
鳥
綱
に
属
す
る
種
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
八
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
北
海
岸
の
岩
場
（
南
緯
六
十
五
度
十
九
分
十
八
秒
西
経

六
十
四
度
八
分
四
十
六
秒
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。



四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、

下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

単
発
式
及
び
双
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

（
双
発
式
の
飛
行
機
を
除
く
。
）

六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
五
度
十
九
分
十
八
秒
西
経
六
十



四
度
八
分
五
十
四
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

当
該
地
区
内
に
鳥
綱
に
属
す
る
種
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
、
無
脊
椎
動
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。

十
三

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
九
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。



三

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
十
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
北
海
岸
の
東
端
（
南
緯
六
十
度
三
十
九
分
五
秒
西
経
四

十
五
度
三
十
六
分
四
秒
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
度
三
十
九
分
五
秒
西
経
四
十
五
度
三
十

六
分
四
十
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
度
三
十
九
分
六
秒
西
経
四
十
五

度
三
十
六
分
三
十
九
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
、
無
脊
椎
動
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

原
則
と
し
て
、
船
舶
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
湾
及
び
エ
レ
フ
セ
ン
湾
に
び
ょ
う
泊
し
な

い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。



四

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
十
二
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
船
舶
を
係
留
し
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

八

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
四
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可



欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
は
、
当
該
地
区
の
う
ち
、
コ

ロ
ネ
ー
シ
ョ
ン
島
の
北
海
岸
線
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は

、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ

と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

単
発
式
及
び
双
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

（
双
発
式
の
飛
行
機
を
除
く
。
）

四

当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
で
は
野



営
を
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
動
物
、
植
物

及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
五
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
の
北
東
海
岸
の
地
点
（
南
緯
六
十
七
度
五
十
三
分
十
七
秒
西
経
六
十
七
度

二
十
三
分
三
十
一
秒
）
か
ら
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。



三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
七
度
五
十
三
分
十
秒
西
経
六
十
七
度
二

十
四
分
五
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
南
緯
六
十
七
度
五
十
三
分
二
十
六

秒
西
経
六
十
七
度
二
十
三
分
三
十
四
秒
の
地
点
と
南
緯
六
十
七
度
五
十
三
分
十
八
秒
西

経
六
十
七
度
二
十
三
分
十
七
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
及
び
西
経
六
十
七
度
二
十
三
分
三

十
四
秒
の
経
度
線
よ
り
南
東
に
あ
る
区
域
の
地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下

の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
七
度
五
十
三
分
八
秒
西
経
六
十



七
度
二
十
四
分
八
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
、
無
脊
椎
動
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。

十
三

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
六
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
当
該
地
区
の
北
端
（
南
緯
七
十
七
度
十
三
分
八
秒
東
経



百
六
十
六
度
二
十
六
分
九
秒
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
五
十
メ
ー
ト
ル
以

下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

回
転
翼
航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
百
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
当
該
地
区
の
北
西
海
岸
に
あ
る
地
点
（
南
緯
六
十
七
度

四
十
六
分
八
秒
西
経
六
十
八
度
五
十
三
分
三
十
三
秒
）
又
は
東
海
岸
に
あ
る
地
点
（
南

緯
六
十
七
度
四
十
六
分
二
十
五
秒
西
経
六
十
八
度
五
十
三
分
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

当
該
地
区
を
徒
歩
で
縦
断
す
る
場
合
、
別
記
の
地
図
上
に
示
さ
れ
た
歩
道
を
通
る
こ



と
。

五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、

下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

単
発
式
及
び
双
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

（
双
発
式
の
飛
行
機
を
除
く
。
）

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十



一
日
ま
で
の
期
間
は
、
当
該
工
作
物
の
設
置
及
び
除
去
の
た
め
の
作
業
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
。

八

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
七
度
四
十
六
分
九
秒
西
経
六
十

八
度
五
十
三
分
三
十
二
秒
及
び
南
緯
六
十
七
度
四
十
六
分
二
十
五
秒
西
経
六
十
八
度
五

十
三
分
二
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

植
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。

十
四

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る



様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
八
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。
ま
た
、
当
該
地
区
内
の
ク
リ
プ
ト
ガ
ム
尾
根
（
南
緯
七
十
四

度
二
十
一
分
二
十
秒
東
経
百
六
十
四
度
四
十
一
分
三
十
一
秒
の
地
点
か
ら
南
緯
七
十
四

度
二
十
一
分
二
十
六
秒
東
経
百
六
十
四
度
四
十
二
分
二
秒
の
地
点
を
結
ぶ
稜
線
）
か
ら

四
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
、
「
ク
リ
プ
ト
ガ
ム
尾
根
周
辺

区
域
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
東
経
百
六
十
四
度
四
十
一
分
四
十
四
秒
の
経
度
線
よ

り
東
に
あ
る
区
域
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
に
限
る
。

二

ク
リ
プ
ト
ガ
ム
尾
根
周
辺
区
域
で
あ
っ
て
、
東
経
百
六
十
四
度
四
十
一
分
四
十
四
秒

の
経
度
線
よ
り
西
に
あ
る
区
域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
四
度
二
十
分
五
十
七
秒
東
経
百
六
十
四

度
四
十
一
分
三
十
一
秒
及
び
南
緯
七
十
四
度
二
十
一
分
二
十
六
秒
東
経
百
六
十
四
度
四



十
二
分
二
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
五
十
メ
ー
ト
ル
以

下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

回
転
翼
航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
五
十
メ
ー

ト
ル
以
下
の
空
域
を
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

メ
ル
ボ
ル
ン
山
の
火
口
内
の
氷
に
覆
わ
れ
て
い
る
地
域
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植



物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。
た
だ
し
、
滅
菌
を
行
う
場
合
に
は
、

紫
外
線
照
射
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
の
使
用
又
は
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
に
よ
る
洗
浄
等
の

方
法
を
用
い
る
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
十
九
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
回
転
翼
航
空

機
は
、
当
該
地
区
の
境
界
線
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
及
び
当
該
地
区
の
境
界
線
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区

域
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様



式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出



は
除
く
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
一
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
の
陸
域
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
の
陸
域
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
の
直
上
空

域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を

飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

単
発
式
及
び
双
発
式
の
飛
行
機

高
度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域



多
発
式
の
飛
行
機

高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

（
双
発
式
の
飛
行
機
を
除
く
。
）

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
の
陸
域
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る



様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
三
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
航
空
機
は
、
当
該
地

区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行

し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と



。
七

当
該
地
区
内
に
燃
料
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
四
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
及
び
第
六
十
九
南
極
史
跡
記
念
物
へ
の
訪
問
に
限
る
。

二

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
二
十
七
分
四
十
二
秒
東
経
百
六
十

九
度
十
一
分
二
十
五
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
の
直
上
空

域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を

飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
二
十
七
分
三
十
九
秒
東
経

百
六
十
九
度
十
一
分
十
四
秒
）
か
ら
半
径
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
限
り
、
野
営
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

六

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



七

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
は
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内

の
海
岸
線
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
着
陸
を
し
な
い
こ
と
。

四

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
は
、
当
該
地
区
内
の
海
岸
線

か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ



る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

単
発
式
及
び
双
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

多
発
式
の
飛
行
機

地
表
か
ら
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域

（
双
発
式
の
飛
行
機
を
除
く
。
）

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
あ
ざ
ら
し
漁
で
使
用
さ
れ
た
小
屋
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の

区
域
に
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
八
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
ア
ル
ツ
ト
ウ
ス
キ
ー
基
地
の
南
に
あ
る
地
点
（
南
緯
六

十
二
度
九
分
五
十
二
秒
西
経
五
十
八
度
二
十
八
分
二
十
八
秒
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。



四

当
該
地
区
を
徒
歩
で
縦
断
す
る
場
合
、
別
記
の
地
図
上
に
示
さ
れ
た
歩
道
を
通
る
こ

と
。

五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

六

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。



十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
二
十
九
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
当
該
地
区
以
外
の
土
壌
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

南
緯
七
十
七
度
三
十
一
分
一
秒
の
緯
度
線
、
東
経
百
六
十
七
度
六
分
五
十
秒
の
経
度

線
、
南
緯
七
十
七
度
三
十
一
分
五
秒
の
緯
度
線
及
び
東
経
百
六
十
七
度
六
分
二
十
二
秒

の
経
度
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。



六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
及
び
当
該
地
区
の
境
界
線
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
で
は
野
営

し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
燃
料
及
び
食
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。
た
だ
し
、
滅
菌
を
行
う
場
合
に
は
、

紫
外
線
照
射
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
の
使
用
又
は
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
に
よ
る
洗
浄
等
の

方
法
を
用
い
る
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
三
十
六
分
五
十
八
秒
東
経
百
六
十

三
度
二
分
五
十
三
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
南
緯
七
十
七
度
三
十
七
分
一
秒
東

経
百
六
十
三
度
二
分
三
十
三
秒
の
地
点
と
南
緯
七
十
七
度
三
十
六
分
五
十
八
秒
東
経
百

六
十
三
度
二
分
五
十
八
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
及
び
同
地
点
と
南
緯
七
十
七
度
三
十
六

分
三
十
五
秒
東
経
百
六
十
三
度
四
分
二
十
四
秒
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
よ
り
北
西
に
あ
る

区
域
の
地
表
か
ら
高
度
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。



五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
三
十
六
分
五
十
八
秒
東
経

百
六
十
三
度
二
分
五
十
八
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
三
十
二
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
南
緯
六
十
二
度
十
四
分
二
十
四
秒
西
経
五
十
八
度
三
十

八
分
三
十
三
秒
の
地
点
又
は
南
緯
六
十
二
度
十
五
分
十
六
秒
西
経
五
十
八
度
三
十
五
分

二
十
八
秒
の
地
点
か
ら
行
う
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排

出
は
除
く
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
三
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築



物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
四
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
六
十
四
度
九
分
二
秒
西
経
六
十
度
五
十
七
分



四
十
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
五
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可



区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。



十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
六
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
ウ
ィ
ル
ク
ス
・
ヒ
ル
ト
ン
小
屋
の
北
に
あ
る
地
点
（
南

緯
六
十
六
度
十
五
分
十
七
秒
東
経
百
十
度
三
十
二
分
十
四
秒
）
、
又
は
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・

ド
ン
ガ
小
屋
の
南
に
あ
る
地
点
（
南
緯
六
十
六
度
十
四
分
十
四
秒
東
経
百
十
度
三
十
八

分
三
十
秒
）
か
ら
行
う
こ
と
。

三

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
は
、
ペ
ン
ギ
ン
の
繁
殖
地
か

ら
四
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

四

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築



物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
七
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可



区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
に
お
い
て
車
両
を
使
用
す
る
場
合
、
あ
ざ
ら
し
等
（
別
表
第
二
の
食
肉

目
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

繁
殖
地
及
び
集
団
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
か
な
い
こ
と
。

三

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
高
度
七
百
五
十
メ

ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の

た
め
に
必
要
な
場
合
に
お
い
て
は
、
高
度
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
域
ま
で
飛
行

で
き
る
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。



六

あ
ざ
ら
し
等
の
繁
殖
地
及
び
集
団
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
で
は
野
営
し
な

い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
八
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
三
十
五
分
五
十
秒
東
経
百
六
十
一

度
四
分
二
十
九
秒
）
に
限
り
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築



物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
七
度
三
十
五
分
五
十
一
秒
東
経

百
六
十
一
度
四
分
三
十
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
一
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
南
緯
六
十
九
度
十
四
分
三
十
九
秒
東
経
三
十
九
度
四
十



三
分
三
十
六
秒
の
地
点
か
ら
行
う
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
、
無
脊
椎
動
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排



出
は
除
く
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
二
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
三
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
、
教
育
活
動
及
び
文
化
的
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
あ
る
湖
沼
の
直
上
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

五

バ
ー
ト
ン
湖
内
で
は
船
内
機
又
は
船
外
機
付
き
の
ボ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

六

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名



及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び
微

生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
七
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
で
は
潜
水
活
動
を
し
な



い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
、
雪
上
又
は
氷
上
に
限
り
、
車
両
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

航
空
機
は
、
湖
岸
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
、
植
生
地
及
び
湿
地
か
ら
百
メ

ー
ト
ル
以
内
の
区
域
並
び
に
河
床
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ
た
地
点
（
南
緯
七
十
度
五
十
一
分
四
十
八
秒
西
経
六

十
八
度
二
十
一
分
三
十
九
秒
）
に
限
り
、
野
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
又
は
滅
菌
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植

物
、
無
脊
椎
動
物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。



九

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

十
一

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
八
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。



五

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
一
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



六

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し
尿
の
海
域
へ
の
排
出

は
除
く
。

八

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
二
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

船
舶
は
当
該
地
区
内
に
び
ょ
う
泊
し
な
い
こ
と
。

三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。



五

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
三
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

船
舶
は
当
該
地
区
内
に
び
ょ
う
泊
し
な
い
こ
と
。

三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。



五

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
四
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。
た
だ
し
、
南
緯
七
十
七
度
十
二
秒
東
経
百
六
十
二
度
三
十
三

分
二
秒
の
地
点
と
南
緯
七
十
七
度
十
五
秒
東
経
百
六
十
二
度
三
十
三
分
の
地
点
を
結
ぶ

直
線
、
同
地
点
と
南
緯
七
十
七
度
十
五
秒
東
経
百
六
十
二
度
三
十
二
分
七
秒
の
地
点
を

結
ぶ
直
線
、
同
地
点
と
南
緯
七
十
七
度
十
三
秒
東
経
百
六
十
二
度
三
十
二
分
五
秒
の
地

点
を
結
ぶ
直
線
及
び
ジ
オ
ロ
ジ
ー
岬
の
海
岸
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
、
「
管
理
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
教
育
活
動
、
観
光
活
動
及
び

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

管
理
区
域
内
に
、
一
回
に
つ
き
十
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。



三

管
理
区
域
内
の
第
六
十
七
南
極
史
跡
記
念
物
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

四

管
理
区
域
内
の
南
緯
七
十
七
度
十
五
秒
東
経
百
六
十
二
度
三
十
二
分
十
四
秒
の
地
点

に
あ
る
展
望
施
設
に
、
一
回
に
つ
き
五
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
第
六
十
七
南
極
史
跡
記
念
物
の
南
側
に
あ
る
植
生
の
区
域
に
立
ち
入

ら
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

七

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

八

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
三

百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

九

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。



十

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
植
物
及
び

微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
四

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
五

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
五
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
、
教
育
活
動
、
観
光
活
動
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
に
、
一
回
に
つ
き
四
十
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
の
第
十
六
南
極
史
跡
記
念
物
に
、
一
回
に
つ
き
十
二
人
以
上
立
ち
入
ら

な
い
こ
と
。



四

当
該
地
区
内
の
第
十
六
南
極
史
跡
記
念
物
内
で
は
裸
火
の
使
用
及
び
喫
煙
を
し
な
い

こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

六

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。



第
五
十
六
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
及
び
第
七
十
三
南
極
史
跡
記
念
物
へ
の
訪
問
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
航
空
機
は
、
当
該
地

区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
高
度
千
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
に
あ
る
旅
客
機
墜
落
事
故
の
残
骸
を
除
去
し
、
損
傷
し
、
又
は
破
壊
し

な
い
こ
と
。

五

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

六

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様



式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
七
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
、
教
育
活
動
、
観
光
活
動
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
に
、
一
回
に
つ
き
四
十
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
の
第
十
五
南
極
史
跡
記
念
物
に
、
一
回
に
つ
き
八
人
以
上
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
は
裸
火
の
使
用
及
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

六

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。



九

当
該
地
区
内
に
食
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
八
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
、
教
育
活
動
、
観
光
活
動
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
の
第
十
八
南
極
史
跡
記
念
物
に
、
一
回
に
つ
き
八
人
以
上
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
で
は
裸
火
の
使
用
及
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

四

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。



五

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
食
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五
十
九
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
、
必
要
不
可
欠

区

な
管
理
活
動
、
教
育
活
動
、
観
光
活
動
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
に
、
一
回
に
つ
き
四
十
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

三

当
該
地
区
内
の
第
二
十
二
南
極
史
跡
記
念
物
に
、
一
回
に
つ
き
四
人
以
上
立
ち
入
ら

な
い
こ
と
。

四

当
該
地
区
内
で
は
裸
火
の
使
用
及
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。



六

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
に
食
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
及
び
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
六
十
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

当
該
地
区
内
に
、
一
回
に
つ
き
三
人
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。



三

当
該
地
区
内
に
十
二
時
間
以
上
滞
在
し
な
い
こ
と
。

四

当
該
地
区
へ
の
立
入
り
は
、
南
緯
六
十
六
度
十
三
分
三
十
七
秒
東
経
百
十
度
十
分
の

地
点
、
南
緯
六
十
六
度
十
三
分
四
十
五
秒
東
経
百
十
度
十
分
四
十
一
秒
の
地
点
及
び
南

緯
六
十
六
度
十
三
分
四
十
九
秒
東
経
百
十
度
十
分
三
十
六
秒
の
地
点
か
ら
行
う
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
で
は
、
南
極
鳥
類
及
び
あ
ざ
ら
し
等
の
繁
殖
地
及
び
集
団
か
ら
十
五
メ

ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
か
な
い
こ
と
。
ま
た
、
ア
プ
テ
ノ
デ
ュ
テ
ス
・
フ
ォ
ル
ス
テ
リ
（

コ
ウ
テ
イ
ペ
ン
ギ
ン
）
の
繁
殖
地
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
か
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
で
は
車
両
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

七

航
空
機
は
当
該
地
区
内
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

九

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

十

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
一

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。



十
二

当
該
地
区
内
に
持
ち
込
む
全
て
の
物
品
を
洗
浄
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
動
物
、
植

物
及
び
微
生
物
の
偶
発
的
な
移
入
を
防
ぐ
こ
と
。

十
三

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

十
四

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
五

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る

様
式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
六
十
一
南
極
特
別
保
護
地

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調
査
及
び
必
要
不
可

区

欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二

船
舶
は
当
該
地
区
内
に
び
ょ
う
泊
し
な
い
こ
と
。

三

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名

及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。



四

当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

五

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
及
び
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

六

当
該
地
区
内
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
及
び
微
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

七

当
該
地
区
内
に
除
草
剤
及
び
殺
虫
剤
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

八

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

九

当
該
地
区
内
で
の
南
極
地
域
活
動
終
了
後
に
、
遅
滞
な
く
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
様

式
に
よ
り
、
当
該
南
極
地
域
活
動
に
係
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

別
表
第
七
中
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
」
を
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
さ
れ
た
法
第
六
条
の
確
認
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
環
境
大
臣
に
よ



る
確
認
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
は
、
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
改
正
後
の
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


